
（別紙３）

～ 令和　６年　１０月　３１日

（対象者数） 50名 （回答者数）
39名

～ 令和　６年　１０月　３１日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

同法人内の同部署(放課後等デイサービス等)が協力しあい、

ターゲット層や内容をしぼった研修や演習を定期的に実施

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

マニュアル共有ツールの導入を検討

2

きょうだい児を交えた親子行事や参観、シンポジウムの開催

等を検討

3

他事業所で使用されているアセスメントツールを参考に作成

○事業所名 放課後等デイサービス　えーるくらぶ

○保護者評価実施期間
令和　６年　１０月　１日

○保護者評価有効回答数

令和　６年　１０月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　６年　１２月　１６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

アセスメントツールの活用・確立が出来ていない 大まかなアセスメントはできているが、支援の質を高める為の

深堀りが困難

新人職員が取り組むまでの敷居が高い

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

マニュアル、非常時の対応等の保護者への周知が甘い 都度変更が多く書面での周知が困難(量も多く保護者への負担

へも繋がってしまう)

家族、きょうだい支援の実施が困難 人員不足

本人以外へのアセスメントや懇談等の機会を設けることが　難

しい

苑として定期的に様々な研修、演習を実施している 集合研修だけでなく、動画視聴での研修、演習記録を動画撮影

し、スタッフ全員が見返すこと出来るよう取り組んでいる

事業所における自己評価総括表公表


